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2.俵小僧力自慢
　赤いズボンと派手な上
着を着て、紅白のはちま
きを巻いた外国風の人形
が俵の上に立ち、俵を持
ち上げたり逆立ちしたりします。紙の俵を重そう
に持ち上げる様子は、糸操りの面白さを伝えま
す。

1.三番叟
　烏帽子をかぶり、紫色
のはかまと背中に太陽の
絵がある羽織を着て、手
には鈴と扇を持ち、手足

を上げながらゆっくりと舞います。五穀豊穣など
を願い、最初に演じられます。

4.安珍清姫
　能や歌舞伎などで有名
な「娘道成寺」の一節。
旅の僧、安珍に思いを寄
せた清姫がだまされたと
知り、蛇に姿を変えて追いかけるという話です。
2体の人形が緩急をつけながら上下左右に動く様
子は、観客を引き込みます。

3.曲馬籠抜け
　左手に手綱、右手にか
さを持った若武者の人形
が白馬にまたがり、籠の
前まで行ったり来たりし

ながら、最後は姿勢をかがめて狭い籠の中を一気
に駆け抜けます。息の合った巧みな糸操りは、ま
さに曲芸です。
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国指定重要無形民俗文化財
　
中宿の糸操燈籠人形

11月15日（土）
午後2時 / 午後5時

会場　中宿公民館（中宿1－8－6）
　

※雨天の場合、16日（日）に順延
　（16日が雨天の場合は中止）
※車でお越しの際は、群馬県安中
総合射撃場（中宿2003）南側河
川敷に止めてください
　

■問 ☎070－6455－1988
（事務局、日中のみ)

　人形の操作は複数人で行い、多いものでは8人で、20本近い
糸を操ります。引っ張り合いにならないよう、互いに息を合わ
せてタイミングを図ります。横に動かす場合は、舞台上にワイ
ヤーを張り、引っ張ります。
　一人では演じられない燈籠人形。それぞれの操り手が思った
通りに人形を動かせるようになるまで、練習は公演直前まで続
きます。

燈籠人形の
操り方

　人形制作の次は操り方の練習が始
まります。昔は、中宿の4つの地区
で人形作りから操作まで分担が決
まっていましたが、今は一緒に行っ
ています。
　人形の手足、頭に付けた糸は舞台
天井からつるした框の穴に通してか
ら下げ、舞台下の奈落にいる操り手
たちが協力して動かします。

　燈籠人形には人形だけでなく、場面を盛り上げる軽
快なお囃子も欠かせません。中宿の子どもたちは、保
存会の大人の指導のもと、夏休み前から笛と太鼓の練
習を続けています。
　小さいころからメロディに親しみ、覚えることで伝
統とともに、地域の誇りも次世代に伝わっていきま
す。お囃子は10月に行われる地区のお祭りで人形を
乗せた山車の上で披露します。

公演に欠かせない  お囃子

　地元区長で保存会会長の須藤さんも24年
前の公演に出演した1人。曾祖父の代から
燈籠人形に携わっているそうです。「前回
の経験者や、人形の作り方や動かし方を覚
えている人も少なくなってきたが、ここで
再び途絶えさせるわけにはいかない」と言
います。
　復活公演を目前に、「あとで後悔しない
ように、基本的なことをしっかりやりた
い。初心に立ち返り、新たなスタートを切
る気持ちで臨みたい」と意気込みを語って
くれました。

初心に返り、しっかり演じたい

　世代を超えて、受け継がれてきた燈籠人形。その「わざ」
を次代につなぐ「復活」の幕がもうすぐ上がります。その
瞬間を、見てみませんか。

中宿糸操燈籠人形保存会会長　須藤　始 さん


